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研究成果の概要（和文）：熱帯高地は、これまで辺境とみなされ、ほとんど注目されなかった地域であるが、そ
こは古くから多数の人口を擁し、高度な文明も成立、発達したところである。本研究は地球レベルで山岳地域を
俯瞰し、そこに熱帯高地という中心軸をもうけて高地の環境と人間との相互関係を比較研究した。対象とした地
域は、主として中米高地、中央アンデス、ヒマラヤ・チベット高地、そしてエチオピア高地である。これらの４
大熱帯高地で発生した高地文明には、いくつもの類似点があるとともに、違いも存在する。この違いが何に起因
するのか、それらの疑問を明らかにすることが今後の課題である。

研究成果の概要（英文）：Tropical mountains and highlands are mostly located in the zone between 20°
South and 20°North approximately. In Southeast Asia and eastern India,　tropical climates extend　
north to near 30°latitude. Vegetational zonation is extremely variable in tropical mountain areas. 
In tropical highlands, there is very little seasonal fluctuation in temperature, but the daily 
temperature fluctuation is markedly greater than in mid-latitude mountains. The daily temperature 
extremes produce a large of freeze-thaw days in tropical highlands. Major highland areas with 
permanent human population are mostly in the tropical zone. Examples discussed in this study were 
the Andes,. the Ethiopian highland, the eastern Himalayas, and the Mexican highland, although the 
Tibettan plateau is located in the temperate zone, this region also supports sizable and permanent 
human population. In different tropical highlands, many similar adaptive strategies can be found. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究代表者は、1968 年からアンデスで
調査を開始したが、その頃から欧米の研究者
によるアンデス先住民の環境利用の調査が
盛んになった。その後、1970 年代の半ば頃
からはアンデスだけでなく、ヒマラヤやヨー
ロッパ・アルプスなども視野に入れた山岳地
域の比較研究が始まった。このような山岳地
域における比較研究の動向のなかで、浮上し
てきた問題が、日本人研究者はもとより、欧
米の研究者のなかにも複数の山岳地域で本
格的なフィールドワークによる地域比較研
究を行なった者がいないことであった。 
 そこで、本研究の代表者は 1991 年に文部
省（当時）の科学研究費の補助金を得てネパ
ール・ヒマラヤにおいて環境利用に関する中
央アンデスとの地域間比較研究を開始した。
さらに、1994 年からは 3 年間にわたり文系
および理系の研究者 11 名による文理融合的
な調査隊を組織してネパール・ヒマラヤ東部
地域で環境利用に関する総合的な調査を実
施、これもアンデスとの比較を視野に入れた
ものであった。このほかにも、本研究代代表
者は、チベット高地やエチオピア高地でも現
地調査を実施、さらに山岳地域における環境
利用の共同研究やシンポジウムなども実施、
その結果、環境と人間の関係を明らかにする
ためには、文理融合的な視点が欠かせないこ
と、この地球上で人間が暮らす地域として熱
帯高地をくわえなければならないこと、そし
て熱帯高地における環境利用の地域間比較
研究がきわめて重要であることなどが判明
したのであった。 
 
２．研究の目的 
 熱帯高地は、これまで辺境とみなされ、ほ
とんど注目されてこなかった地域であるが、
そこは古くから多数の人口を擁し、高度な文
明も成立、発達した可能性が大きい。また、
近年はアンデスやチベットなどの高地にお
いて急速に人口が膨張し、環境改変の動きが
加速するとともに、環境破壊の問題も深刻に
なっている。本研究の目的は、このような熱
帯高地に焦点をあて、そこでの環境と人間の
相互関係を環境開発および地域間比較の視
点から究明することである。さらに、研究代
表者が 40 年あまりにおよぶフィールドワー
クをもとに提唱するに至った「高地文明」の
仮説を検証・確立することも大きな目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
 本研究計画の最大の特色は、文献資料に依
存するのではなく、研究者自らが「額に汗し
て自分の足で歩き、自分の目で見て、自分の
頭で考える」というフィールドワークを基本
とすることであった。この方法によってこそ、
従来の考え方にとらわれず、斬新で独創的な
着想が得られると判断していたからであっ
た。また、対象とする地域においても，用い

る手法においても縄張り意識を捨て、総合的
かつ複眼的な視点で研究を推進する。対象と
する地域は、標高がおおよそ2000ｍから 5000
ｍあたりまでの高地で、古くから多数の人口
を擁し、文明が発達したと考えられる、中米
高地、中央アンデス高地、ヒマラヤ・チベッ
トで、研究の主な対象は、熱帯高地で特異的
に発達したと考えられる農耕や牧畜、そして
動植物のドメスティケーション（家畜化・栽
培化）などの環境開発である。ただし、各地
域での調査と並行して、つねに地域間比較研
究を念頭におき、４地域間の類似性とともに
差異にも注目、その背景を探ることによって、
熱帯高地における環境と人間関係を究明、そ
の特色を明らかにするとともに、本研究代表
者が提唱した「高地文明」の仮説を検証・確
立する。 
 
４．研究成果 
 最大の研究成果は、6 年にわたり世界の 4
大高地（中米高地、中央アンデス高地、ヒマ
ラヤ・チベット高地、エチオピア高地）で行
なった調査結果を統合・比較して報告書の刊
行を可能にしたことである。この報告書の刊
行により、これまで「辺境」として扱われ、
知られることのなかった熱帯高地の全容が
明らかになる。そして、そこで成立・発達し
たと考えられる「高地文明」の仮説も検証・
確立された（山本 2008）。この報告書は現
在準備中であり、今年度中にナカニシヤ出版
社から刊行予定である。そこで、以下では本
研究代表者が最も長く調査を行なった中央
アンデス高地を中心として、環境開発と高地
文明の関係について、これまでに明らかにな
ったことを述べておこう。 
 中央アンデスは、古代アンデス文明が誕
生・成立したところとして広く知られている 
が、これまで注目されてきたのは海岸地帯で
あり、その高地部の重要性に目を向ける研究
者はほとんどいなかった。中央アンデス高地
の標高が高いため、人間が接近しにくく、そ
こで暮らすことは容易でないと考えられた
からである。しかし、中央アンデスは、緯度
のうえでは熱帯あるいは亜熱帯に位置して
いる。そのため、中央アンデス高地は「熱帯
高地」と呼ぶことができるところであり、高
地であっても、気候は比較的温暖なのである。     
そのため、中央アンデス高地では古くから

多数の人間が暮らしてきた。暮らしてきただ
けではなく、与えられた環境を積極的に改変
もしてきた。野生の動物を家畜化したり、植
物も栽培化した。これこそが、「環境開発」
なのである。しかも、中央アンデス高地では、
多数の動植物をドメスティケート（家畜化・
栽培化）しただけではなく、これらが不可分
な結びつきをもった、いわゆる農牧複合社会
を作り上げた。これが脆弱な高地の環境を持
続的に利用することも可能にしたのである。 
そして、このような環境開発があったからこ
そ、中央アンデスでは、海岸の低地部だけで



なく、高地部でも文明の誕生があったと考え
られる。それこそが研究代表者が提唱してい
る「高地文明」なのである。 
 以上のような点を含めて4大高地における
高地文明の主な特徴を示したものが表１で
ある。これらの高地文明には、いくつもの類
似点があるとともに違いも存在する。その違
いの大きなものが、文明の規模や成立時期な
どである。この違いが何に起因するのか、た
とえば標高の違いによるのか、緯度の違いに
よるのか、それとも他の要因によるのか、そ
れらの疑問を明らかにするのが今後の課題
である。また、4 大高地ではそれぞれに特色
のある宗教も発達しているが、これらの宗教
の発達が社会の統合などに果たした役割も
検討されなければならない。 
 
表１ ４大高地文明の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 高地文明とは、広く認知された概念ではな
く、提唱されてまもない仮説である。このよ
うな仮説がこれまで提唱されなかった最大
の要因は、欧米を中心とした文明史観の影響
および環境と人間の関係を地球レベルで明
らかにしようとする視点の欠如であろう。し
たがって、この高地文明の仮説を検証するこ
とは、高地における人間と環境との関係につ
いて理解を深めるとともに、地球環境学にも
大きく資することと期待される。 
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